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D − 9　 象牙質基質形成初 期 に お け る

　　　　　ALP −ase 活性の局在性につ い て

　　　　　一
光顕的な らびに 電顕的観察

一

東京 歯科大学 矛 1 病 理

吉木 周作 ， 倉橋湘啓

　　　歯牙象牙質の 基質形成は 、 好 銀性の 線維 形

成か ら始ま る とい わ れ て 澄 り、 こ の 線維性基質 に

は 、 ま た 光顕的 に ALP − ase 活 性 が 認 め られ る

と言 う二 ・三 の 報告 が ある 。

　今回 は 、 こ の よ う な 細胞外 ALP −
ase 活性の 光

顕的局在 を再確認す る と同時 に、 同酵 素 の 局在性

を電顕的 に観察 した結果 を報告す る 。

　材料 に 生 後1 日 の ラ ッ ト切 歯を用hs 光顕的 に

は 、 凍結乾燥 パ ラ 7d ン 切片 を Burstene の 方法

で 、 電顕的 に は グ ル タール ア ル デ e ド灌流 固定試

料 を Mayahara ら（1967 ）の 方法 で 、　 Non −

specific 　 ALP − ase の 証明を行い 観察し た。

　 光顕的に は 、 象牙質形成初期 の 基質は 、 好銀性

線維か ら成 鉱 そ こ に は 可成 り強 Vi　ALP − ase 活

性を 認 め た。 こ の 線 維 の 好銀性が 減弱 し、 Azan

染色 姓が 増 加 す る に つ れ て ALP −
ase 活 性も低下

消 失 す る。

　電顕 的に は 、 同 酵素の 反応産 物の 沈着は 、 微細

線維 の 集積層 に 認 め られ たほ か 、 象牙質 形 成細胞

の 細胞膜な らび に少数 の 同細胞内の 顆粒内 に 認 め

られ た 。

D − 10． ラ ッ ト乳腺アル カ リホスファターゼ

　　　　　活性局在 に 関する電顕的観察
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今清 ， 泉春暁 ， 根来 昂 ，森井外吉

　　　成 熟 ラ ッ ト乳腺を グ ル タ
ール 固定後、 小 川

らの ク エ ン 酸 鉛法に よ 勤ア ル カ リ ホ ス フ ァ タ
ーゼ

反応を試み 、 そ の 活性局在 を電顕的に観察した。

末端乳管腺葉何れ も、一
層 の 連続的な腺細胞 とそ

の 外 働 ⊂非連続的に 散在す る 筋上 皮細胞 とで 腺腔

が形 成さ鉱 そ の 外側に基底膜 を距て て間質が あ

る。反応産物は、 腺細胞 の 基底部原形質膜特に 筋

上 皮に 接す る部位 に最も多く、
つ い で そ の 基底膜

に 面す る 部位 に 多 く認め られ た 。 活 性は、 腺細胞

相 互 が 接す る 側面原形質膜 で は 弱 く、 腺腟 に 近 づ

くに つ れ て そ れ は減弱 し、 腺腔に 面す る 原形 質膜

及び腺膣内に は 全 く証明 さ れ な か っ た 。 腺細胞基

底部 に 憊 か に 散布す る リゾ ソ
ー

ム に 時 に 活 性 を 認

め る。筋上 皮細胞 で は 、 原 形 質膜の 活性は 中等度

で 腺細胞 の そ れ に 比 し弱い が 、 そ の 直下 に あ る 吸

飲小胞に 非常に 強h 活 性を認 め た 。 両細胞 ともそ

の 他細胞内小器 官に 全 く活性を 証明 し な か つ た。
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